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働き方改革　～ “つなぐ” プロジェクト ～

先
駆
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
て

自
ら
働
き
方
を
改
革
し
、社
会
貢
献
を

ト
ッ
プ
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
の

思
い
が
合
致

目標

主な取組内容
効果●業務の見直し事業

●従業員の働き方への効果

働
き
方
改
革
推
進
で
、会
社
と
社
員
、

社
員
同
士
、会
社
と
社
会
を
つ
な
ぐ
。

1 所定外労働時間の縮減
平成25年3月末までに現在の10%縮減を目指す

2 平日の家族（子ども）との
コミュニケーション時間の増加

3 男性社員の連続1週間以上の
育児休業取得者数の増加

▲
▲

従業員ニーズ及び満足度調査の実施

経営者・幹部層を対象とした働き方見直しに関する講演の実施

●労働時間縮減事業

▲
▲

長時間労働縮減を目的とした管理職層への研修の導入

生産性向上、業務効率化に対する従業員の意識改革を目的とした研修の実施

●多様な働き方実現事業

●人材育成事業

▲ ▲

男性社員の育児参加促進

▲

在宅勤務制度の拡大導入

▲

モバイル端末を導入した柔軟なワークスタイルの導入

▲

育児休業中社員向け「職場復帰準備セミナー」の実施

▲

育児休業から復帰した社員を対象にしたセミナーの開催

▲

育児と仕事を両立している社員向け「キャリアデザインセミナー」実施

平成23年4月1日～平成25年3月31日

◎ 「人財」である従業員それぞれのワーク・ライフ・バランスを確立するために、多様な働き方改革を
推進し、一人ひとりが健康で活き活きと能力を発揮できる企業風土の醸成と環境整備を実現する。
◎ ICTカンパニーとして、先進的なノウハウを駆使することで働き方改革を推進し、会社と従業員、従
業員同士、会社と社会をつなぎ、社会に貢献する。

選
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介

ら
の
慣
習
や
考
え
方
が
残
り
、
な
か
な
か
新
し
く
変

わ
れ
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

社
員
の
働
き
方
を
変
え
て
、
世
の
中
に
も
貢
献
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
﹂
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

室
の
西
古
良
子
氏
は
説
明
す
る
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
る
上
で
﹁
率
先
し
て
新
し
く

変
わ
り
た
い
﹂
と
感
じ
る
要
素
が
三
つ
あ
っ
た
。
ま

ず
一
つ
は
、
女
性
社
員
比
率
が
十
二
%
の
同
社
に
お

い
て
、
社
員
の
多
く
は
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
取
組
を
育
児
や

介
護
等
に
深
く
関
係
す
る
女
性
や
一
部
の
社
員
の
も

の
と
考
え
て
お
り
、
全
社
員
に
関
わ
る
取
組
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

も
う
一
つ
は
、
組
織
が
大
き
い
た
め
に
、
業
務
を

進
め
る
に
は
い
ろ
い
ろ
な
部
署
と
調
整
を
し
な
く
て

は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
の
資
料
作
り
や
打
ち
合
わ
せ
、

会
議
等
に
非
常
に
多
く
の
時
間
を
必
要
と
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
﹁
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
﹃
迅
速
に
業

務
を
進
め
て
、
時
間
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
を
少
な
く

で
き
な
い
か
﹄
と
い
う
声
は
常
に
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。﹂
と
西
古
氏
は
い
う
。

　

さ
ら
に
、
特
に
率
先
し
て
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い

と
思
う
目
標
が
あ
っ
た
。
﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
展
に

よ
り
、
様
々
な
モ
バ
イ
ル
端
末
を
使
っ
て
社
外
か
ら

社
内
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

や
事
務
処
理
等
を
し
た
い
と
考
え
る
お
客
様
が
増
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
今
の
情
勢
か
ら
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
対
す
る
関
心
も
非
常
に
高
く
、
多
く
の
お
客

様
が
、
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
を
維
持
し
な
が

ら
、
社
外
か
ら
も
オ
フ
ィ
ス
環
境
に
ス
ム
ー
ズ
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
社
が
、
制
度

の
見
直
し
や
業
務
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
場
所
や
時
間
に
捉
わ

れ
ず
に
柔
軟
に
働
け
る
環
境
を
自
ら
整
備
す
る
こ
と

で
、
自
信
を
持
っ
て
お
客
様
や
他
社
に
紹
介
で
き
る

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
し
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
﹂
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
担
当
課
長
の
田

村
尚
子
氏
は
語
る
。

　

同
社
は
働
き
方
の
改
善
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も

　

日
本
を
代
表
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
。
東
京
モ
デ
ル
事

業
へ
の
応
募
は
、
募
集
広
告
を
見
た
社
員
が
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
に
話
を
持
ち
か
け
た
こ
と
が
き

っ
か
け
だ
っ
た
。﹁
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
︵
Ｗ

Ｌ
Ｂ
︶
の
実
現
は
、
育
児
を
し
て
い
る
自
分
に
も
深

く
関
わ
る
話
。
ま
た
、
東
京
モ
デ
ル
事
業
に
応
募
し

て
、
在
宅
勤
務
シ
ス
テ
ム
等
の
活
用
を
全
社
を
挙
げ

て
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
社
会
に
対
し
て

も
役
立
て
る
の
で
は
な
い
か
。﹂
と
の
意
見
だ
っ
た
。

　

﹁
当
社
は
歴
史
の
長
い
会
社
で
あ
る
た
め
、
昔
か

労
使
で
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
八
年
程

前
か
ら
﹁
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
委
員
会
﹂
を
立
ち
上
げ
、

既
に
、
有
識
者
を
呼
ん
で
管
理
者
に
対
す
る
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、
社
員
へ
の
メ
ル

マ
ガ
配
信
で
意
識
啓
発
を
図
る
な
ど
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
各
部
署
の
努
力
も
あ
っ
て
総
労
働
時
間
は

着
実
に
減
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
は
育

児
だ
け
で
な
く
介
護
で
時
間
制
約
を
受
け
る
社
員
が

確
実
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
若
い

社
員
は
仕
事
以
外
の
生
活
も
重
視
す
る
等
、
社
員
の

価
値
観
も
多
様
化
し
て
い
る
。
社
会
が
大
き
く
変
わ

る
中
、
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
の
ま
ま
で
は
な
く
、
さ

ら
に
根
本
的
な
働
き
方
改
革
が
必
要
だ
っ
た
。

　

人
事
部
門
、
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
と
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
門
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て

﹁
働
き
方
改
革
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
﹂
を
つ
く

り
、
そ
の
下
に
働
き
方
改
革
推
進
の
た
め
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
発
足
し
た
。　
　

　

ま
ず
、
働
き
方
に
つ
い
て
課
題
と
思
わ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
営
業
担
当
者
計
六
十
人
程
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
や
は
り
、
会
議
が
長
い
こ

と
、
自
席
に
戻
ら
な
い
と
仕
事
が
で
き
な
い
こ
と
等

の
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備
と
、
生
産
性

を
上
げ
て
労
働
時
間
を
短
く
し
、
誰
も
が
働
き
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
と
い
う
意
識
改
革
と
の
両
輪
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

一
方
、
地
方
・
海
外
の
拠
点
や
グ
ル
ー
プ
会
社
に

自
ら
出
か
け
、
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
た
有
馬

彰
社
長
に
も
、
同
様
の
声
が
届
い
て
い
た
。
社
長
が

把
握
し
た
、
﹁
在
宅
勤
務
の
対
象
を
も
っ
と
広
げ
て
ほ

し
い
。
﹂
﹁
隙
間
時
間
を
有
効
利
用
す
る
た
め
に
ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
﹂
等
の
意

見
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
考
え
る
課
題
が

一
致
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ト
ッ
プ
か
ら
も

賛
同
が
得
ら
れ
た
と
い
う
。

　

今
年
の
十
月
、
同
社
は
二
〇
〇
七
年
よ
り
導
入
し

た
﹁
ｅ
ワ
ー
ク
制
度
﹂
と
呼
ば
れ
る
在
宅
勤
務
制
度

の
改
正
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
対
象
者
は
小
学
三

年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
一
般
社
員
に
限
定
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
れ
を
六
年
生
ま
で
延
長
し
、
対
象
も

管
理
職
ま
で
拡
大
し
た
。
ま
た
、
規
程
上
は
男
女
を

限
定
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
男
性
の
利

用
は
少
な
く
、
申
請
す
る
社
員
、
承
認
す
る
上
長
、

周
囲
の
社
員
も
、
﹁
特
別
な
人
の
た
め
の
制
度
﹂
と
思

っ
て
い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
制

度
の
正
確
な
内
容
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。
﹁
こ
れ
か

ら
は
、
男
性
も
積
極
的
に
利
用
し
て
、
通
勤
時
間
分

を
家
族
と
の
時
間
や
自
己
啓
発
の
時
間
と
し
て
使
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
積
極
的
に
社
内
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。﹂
︵
西
古
氏
︶

　

ま
た
、
下
半
期
に
は
、
経
営
層
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
専
門
家
と
の
対
談
を
行
い
、
働
き
方
に
つ

い
て
社
員
に
期
待
す
る
こ
と
を
発
信
し
、
社
内
の
意

識
啓
発
を
促
す
予
定
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
幹
部
、
管

理
職
、
社
員
が
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
必
要
性

を
正
し
く
理
解
し
、
特
別
な
事
情
の
あ
る
一
部
の
人

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
社
員
に
と
っ
て

必
要
な
取
組
と
し
て
全
社
的
に
盛
り
上
げ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
対
談
と
連
動
さ
せ
て
、
管
理
職
や

社
員
に
対
し
て
﹁
働
き
方
改
革
﹂
の
必
要
性
や
効
果

に
関
す
る
意
識
改
革
研
修
を
実
施
す
る
。
よ
り
時
間

を
意
識
し
て
仕
事
に
取
り
組
み
、
会
議
や
資
料
作
成

等
を
効
率
的
に
行
う
な
ど
、
生
産
性
向
上
に
対
す
る

意
識
付
け
を
加
速
さ
せ
る
。

ダイバーシティ推進室・西古 良子さん（左）、ダイバーシティ推進室担当課長・田村 尚子さん（右）

休業中社員への定期的な情報発信

●社会貢献事業

▲

社員の家族を対象にした職場見学会の開催（東京しごとの日事業）

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

▲
▲

▲
▲

▲

ワーク・ライフ・バランスに対する意識改革

業務の効率化

生産性の向上

所定外労働時間の縮減

心身の健康の増進

男性を含めた育児への積極的参加

業務へのモチベーション向上

●業績等への効果

多様な働き方の提供による社員満足度の向上

社員の自律的、効率的な働き方による生産性の向上

時間外コストの削減

優秀な人材の確保

大企業から変わることの実例公表による社会貢献

平成25年3月末までに社員調査での回答10%増加を目指す

各年度において15%上昇を目指す

4 従業員満足度の向上
平成25年3月末までに10%向上を目指す

根
本
的
な
働
き
方
改
革
を
目
指
し
て

全
社
員
に
と
っ
て
大
切
な

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

プレゼンテーションでタブレット端末を活用

実施予定期間

プロジェクト名

実 施 目 的

 

当
社
で
は
、
社
会
・
経
済
活
動
を

I
C
T
︵
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n 

a
n
d

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n 

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
︶
で
支
え
る
企
業

と
し
て
、
2
0
0
8
年
よ
り
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
推
進
室
を
設
置
し
、
多
様
な
人
材
が

活
躍
で
き
る
職
場
作
り
や
次
世
代
育
成
支

援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
の
参
画
に
よ
っ
て
、
社
員
に
活

力
を
与
え
る
I
C
T
環
境
整
備
と
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
の
導
入
、
社
員
の
﹁
働
き
方
﹂

に
対
す
る
意
識
改
革
を
よ
り
加
速
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
﹁
今
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
や

そ
の
後
の
節
電
対
策
に
よ
る
定
時
退
社

は
、
結
果
的
に
改
め
て
家
族
と
の
つ
な
が

り
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
﹂
と
い
う

社
員
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
想
い
を
活
動
の
核
と
し
、
先
進
的
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
駆
使
し
た
改
革
を
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
取
組
に
ま
で
発
展

で
き
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

経
営
者
の
声

ヒューマンリソース部長

さん東 明彦
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ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社

　マーケティングと広報の担当として、自部

門のサイト分析やサービスプロモーションを

担当しています。4歳と1歳の2人の子どもが

おり、時短勤務を選択しています。

　育児休業前はシステムエンジニアをしており、

技術の進歩が速いため復帰できるのか不安も

ありました。専門誌等で最新情報を把握する

気持ちをもっていましたが、実際に子育てを

始めると、そんな時間も取れませんね。1年

で復職する予定でしたが、子どもと一緒にい

るうちに、今しかできない子育てにしっかり

向き合いたいと思うようになり、1人目の時

は3年間の休業を取得しました。時にはもっ

と一緒にいてあげたいと思うこともありますが、

働く姿を見せることで、子どもが大人になっ

た時に「ママみたいになりたい」と思っても

らいたいと、今は仕事に励んでいます。

　そんな私にとって、ダイバーシティ推進室

の存在はとても心強いものです。制度も充実し、

かつ利用されているので、私も仕事と育児の

両立で悩んだ時は、相談しようと思います。

　特に「育児休職復帰セミナー」は、同じ立

場の人同士で仕事と育児の両立のコツや不安

等について情報共有できましたし、先輩社員

の話やキャリアの話も聴けて、今後の方向性

がイメージできました。

　プロジェクトではeワーク制度拡大にも取

り組んでいるので、こうした制度も利用しな

がら働き続けていきたいと思っています。

社員の声

NTTコミュニケーションズ株式会社
クラウドサービス部
ホスティング＆プラットフォームサービス部門担当

冨田 優子さん

NTTコミュニケーションズ株式会社
第二営業本部
マーケット戦略担当

小坂 義規さん

　営業の現場は、顧客訪問や打ち合わせのた

めに外出が多いことが特徴です。そのため、

移動や待機等の隙間時間を有効活用・効率化

することが従来からの営業現場での課題でした。

今回、こうした現場の課題や生の声を役立て

ようと、本プロジェクトに参加しました。

　具体的には、モバイルワーク端末（シンク

ライアント端末、タブレット端末、スマート

フォン）の活用により、隙間時間の有効活用

に伴う業務の効率化に向けて実証しています。

　実際に利用することで、時間ロスになって

いた隙間時間を利用して、業務の効率化が進み、

対応スピードが高まったと実感しています。

　訪問前は、これまで自社に戻らないと確認

できなかった提案に関する情報確認ができる

ようになり、事前準備をスムーズに行えるよ

うになりました。訪問後は、折衝記録の作成

や関係各部への確認を迅速に行えるため、事

務処理のために会社に戻ることも少なくなり

ました。また、紙で持ち歩いていたパンフレ

ット等を端末にデータとして保管しておくこ

とができるため、急な要望にも対応すること

ができます。

　今回、WLBについて改めて理解し、働き方

改革におけるICTサービスを用いた全社的業

務環境改善を行うことで、時間を有効利用し

て労働時間を短縮することもできると感じて

います。今後も積極的にプロジェクトを進め

てほしいと思います。

　当社のeワーク制度（在宅勤務制度）は導

入から数年が経過し、利用者数の増加や従業

員満足度の向上等において一定の成果が上が

っていました。そのため、社外から参考にし

たいとのご相談をよく受けますが、各社とも

当社と同様の課題を持っていることが分かり

ました。

　それは、マネジメントやコミュニケーショ

ンへの影響から、仕事は会社でするものとい

う認識があり、eワーク制度を拡大できない

というものでした。そこで、eワーク制度拡

大に向けてこの課題を解決するため、本プロ

ジェクトに参加しました。

　具体的には、マネジメント層を含め、所属

部課単位でシンクライアント端末を用い、

Web会議や電話会議も併用することで、社内

打ち合わせや協働での資料作成が可能かを試

行しています。

　その結果、「集中してミーティングができ

た」、「対面でなくてもコミュニケーション

が取りやすかった」等の効果が確認されており、

マネジメントやコミュニケーションに関する

課題は解決されつつあると感じています。現

在では試行範囲を拡大し、関係各部を含めた

業務プロジェクト単位での利用を進めています。

　働き方改革では、在宅勤務に限らず、全社

員を対象としたモバイル端末の配備も予定し

ていますので、今後は更に「場所や時間にと

らわれず柔軟に働けるスタイル」の拡大が進

むものと期待しています。

NTTコミュニケーションズ株式会社
第二営業本部
マーケット戦略担当

大宅 左恵さん

　

同
社
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
営
業
部
門
等
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
、
隙
間
時
間
を
有
効
利
用
す
る
た

め
に
外
出
先
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
メ
ー
ル
を
確
認

で
き
る
環
境
を
、
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
を
維

持
し
な
が
ら
整
備
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
外
出
時
に
社
に
戻
っ
て
必
要
な
紙
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
提
案
資
料
を
持
参
す
る
の
で
は
な
く
、

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
の
映
像
等
の
各
種
コ
ン
テ
ン
ツ

を
利
用
し
て
お
客
様
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
よ
う
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
第
一
弾
と
し
て
五
十
台
ほ
ど
導
入
し
た
。
﹁
出

張
の
隙
間
時
間
に
社
外
で
メ
ー
ル
の
送
受
信
や
旅
費

申
請
手
続
き
を
行
う
な
ど
、
時
間
を
無
駄
な
く
使
っ

て
業
務
を
効
率
化
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま

　

す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
が
別
々
の
場
所
に
い
て
も
、

モ
バ
イ
ル
端
末
を
使
っ
た
電
話
会
議
も
実
現
で
き
ま

す
。
﹂
と
田
村
氏
は
言
う
。
社
内
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク

セ
ス
し
た
場
合
の
デ
ー
タ
は
端
末
に
残
ら
な
い
た
め
、

紛
失
し
た
場
合
の
情
報
流
出
を
防
げ
る
上
、
遠
隔
操

作
で
端
末
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
な
ど
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
も
様
々
な
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
維
持
と
働

き
や
す
さ
の
実
現
と
は
相
反
す
る
課
題
と
捉
え
ら
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
同
社
は
、
そ
の
認
識
を
払
拭
し
、

こ
れ
ら
が
両
立
で
き
る
課
題
で
あ
る
こ
と
を
身
を
持

っ
て
立
証
し
て
い
る
。

　

三
月
の
震
災
後
、
在
宅
勤
務
や
モ
バ
イ
ル
勤
務
へ

の
問
い
合
わ
せ
も
非
常
に
増
え
て
お
り
、
社
員
自
ら

が
率
先
し
て
先
進
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
た
働
き

方
改
革
を
推
進
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
育
児
や
介
護
等
の
制
度
は
整
っ
て
い
る

が
、
更
に
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
様
々
な
取
組
を
行

っ
て
い
る
。
現
在
、
女
性
の
育
児
休
業
取
得
率
や
復

職
率
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
で
あ
る
が
、
男
性
の
育
児
休

業
取
得
率
は
ま
だ
低
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
育
児

休
業
中
の
社
員
が
会
社
の
状
況
が
分
か
ら
ず
孤
立
感

を
感
じ
た
り
、
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
女
性
社
員
比

率
が
十
二
％
と
少
な
い
た
め
、
身
近
に
育
児
と
仕
事

を
両
立
し
て
い
る
社
員
が
お
ら
ず
、
復
帰
し
た
社
員

が
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
男
性
社
員
の
育
児
参
加
促
進
を
図

る
た
め
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
﹁
イ
ク
メ
ン
コ
ー
ナ
ー
﹂

を
設
け
た
。
積
極
的
に
育
児
参
加
し
て
い
る
男
性
社

員
の
考
え
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
紹
介
し
、
社
内

に
﹁
イ
ク
メ
ン
の
輪
﹂
を
広
げ
て
い
く
。
紹
介
さ
れ

た
イ
ク
メ
ン
の
中
に
は
、
妻
の
復
帰
後
三
ヶ
月
間
の

育
児
休
業
を
取
得
し
た
管
理
職
も
い
る
。
取
得
当
時

管
理
職
で
あ
っ
た
た
め
、
事
前
に
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

に
話
を
し
て
係
長
ク
ラ
ス
に
仕
事
を
引
き
継
ぎ
、
必

要
な
社
内
稟
議
等
は
上
位
の
管
理
者
や
周
囲
の
管
理

職
に
頼
む
な
ど
し
て
三
ヶ
月
を
乗
り
切
っ
た
と
い

う
。
そ
の
チ
ー
ム
か
ら
今
、
第
二
の
イ
ク
メ
ン
が
登

場
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
育
児
休
業
か
ら
復
帰
し
た
社
員
を
集
め
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
社
外
講
師
に
よ
る
講

演
の
ほ
か
、
復
帰
し
た
先
輩
社
員
に
、
仕
事
と
育
児

を
両
立
す
る
コ
ツ
や
、
効
率
的
な
仕
事
の
進
め
方
等

の
体
験
談
を
話
し
て
も
ら
っ
た
。
﹁
特
に
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
同
じ
立
場
の
社
員
同
士
、

時
間
の
使
い
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
復
職
後
の
両
立
の

不
安
や
悩
み
等
を
共
有
し
、
一
番
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。﹂
と
田
村
氏
は
語
る
。

　

さ
ら
に
、
育
児
休
業
中
社
員
の
孤
立
感
を
払
拭
す

る
た
め
、
職
場
復
帰
準
備
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い

る
。
特
に
、
八
月
に
大
き
な
組
織
変
更
が
あ
っ
た
た

め
、
復
職
後
配
属
予
定
の
部
署
へ
の
訪
問
や
、
制
度

や
組
織
変
更
な
ど
に
つ
い
て
の
最
新
の
情
報
提
供
を

行
い
、
社
員
が
円
滑
に
復
帰
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

と
と
も
に
、
社
員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
も
目

指
す
。

　

そ
の
他
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
職
場

に
社
員
の
家
族
を
招
く
﹁
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
﹂
を
今

年
初
め
て
開
催
し
、
オ
フ
ィ
ス
見
学
や
中
国
上
海
と

の
テ
レ
ビ
会
議
の
体
験
、
﹁
と
う
道
﹂
と
い
う
通
信

ケ
ー
ブ
ル
の
専
用
管
路
ト
ン
ネ
ル
の
見
学
を
行
っ
た
。

﹁
参
加
社
員
か
ら
は
﹃
家
族
が
会
社
を
好
き
に
な
っ
て

く
れ
て
、
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
。
﹄
、

ま
た
、
今
回
家
族
が
参
加
し
な
か
っ
た
社
員
か
ら
も
、

﹃
同
僚
の
家
族
に
会
い
、
そ
の
後
、
家
族
に
関
す
る

話
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
﹄
と
好
評
で
し
た
。
次

年
度
以
降
も
引
き
続
き
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
﹂
と

西
古
氏
。

　

今
後
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、
社
員
の
ニ
ー

ズ
を
き
め
細
か
く
把
握
し
た
各
種
施
策
の
実
施
と
と

も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
先
駆
的
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
自
ら
駆
使
し
、
誰
も
が
柔
軟
に
働
く
こ
と
の

で
き
る
制
度
や
環
境
整
備
を
リ
ー
ド
し
、
積
極
的
に

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

制
度
導
入
に
終
わ
ら
な
い

様
々
な
工
夫

タブレット端末を導入し、場所や時間にとらわれずに働ける環境を整備した。

育児休職復帰支援セミナー

ファミリーデー

モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
で
、

場
所
や
時
間
に
捉
わ
れ
ず
柔
軟
に

働
け
る
環
境
を
整
備
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